
                                                                                                             

 

 

 

 

 

戦後８０年・軍事機密を知る 
登 戸 研 究 所➡小田急線・「生田駅」南口より徒歩１５分 

 

明治大学「登戸研究所」の正式名称は、「第九陸軍技術研究所」ですが、開発内容を 

知られたくない為、秘匿名「登戸研究所」と呼ばれていました。 

１９５０年登戸研究所跡地の一部を明治大学が購入しました。 

現在の明治大学生田キャンパス内にあり、当時のまま現存する建物です。

 

１９４１年建設・堅牢な造りで、窓は 

アルミサッシに変えられていました。 

                                 《内部には第一から第五展示室があります。》  

◆第一展示室  登戸研究所の全容◆ 
１１万坪の敷地に 100棟の建物があり、約１０００人の人が働いていました。 

陸軍中央、陸軍中野学校、憲兵隊との結び付きが強く、戦時中は大本営の中核をにな

っていました。 

参謀本部の指導下にあった登戸研究所は、政府の方針にしばられることなく、自由に、 

秘密戦の研究ができた。（後、731 部隊と連携して中国南京で人体実験も行いました。）   

1942年に使った金額が６７９万円、当時２００万円あれば飛行機工場が立つそうです。 

陸軍の研究所 10ヶ所のうち最大の予算が配分され、期待されていました。 

 

◆第二展示室  風船爆弾と第一科◆ 
風船爆弾は、アメリカ人は牛肉を食べるので、食料危機を狙い、牛を殺傷する牛疫ウイ

ルスという生物兵器の散布が目的でした。しかし報復を恐れ実際には搭載されません

でした。気球内を水素ガス 60％程で放球、外気の気圧が低下してガスが膨張、上昇し

続けるとガスが放出、偏西風にのり東へ。夜の気温低下で高度が下がり高度維持装置 
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の働きで、砂袋を投下し始め、高度が回復すると、投下が止まり、2昼夜半でアメリカ 

にたどり着きます。爆弾や焼夷弾を投下とあります。 

オレゴン州で不時着した風船爆弾に触れて６名が死亡。以降、着弾情報は日本に入らず。 

 

            

             

                               

 

 

 

                            
 

1 個につき3000枚の和紙を使用 

                                直径１０ｍの気球を１万発整備する。  

アメリカ大陸に１０００発以上着弾と推定 

 

◆第三展示室  秘密戦兵器と第二科◆ 
生物兵器、毒物、スパイ機材の研究を行い、開発された兵器は陸軍中野学校で使用。 

諜報：情報の信頼性、正確度を分析活用 

謀略：秘密工作、偽装工作を行う。 

防諜：敵国のスパイを探知すること。 

宣伝：事実を曲げて言いふらすこと。 

 

 

 

 

 

 

 

赤矢印の伴氏（「陸軍登戸研究所の真実」の著者）は、1943 年陸軍技術有効章を受章

し、賞金で「弥心神社」と動物慰霊碑を建立しました。 

現在、明治大学の一角に「生田神社」として佇んでいます。 

手記には、中国で関わった青酸ニトリルの人体実験の事実と心境が記されています。 



 

 

帝銀事件を捜査した 

甲斐文助氏の手記より                                                                    

 

 

捕虜は、マルタと呼ばれ、 

科学者も物扱いをしていま

した。 

エントランスで、ビデオの 

視聴があり、人体実験中の 

おぞましいカラー映像には 

目をそむけました。 

 

◆第四展示室  偽札製造と第三課◆  
偽札を作りインフレを狙い、中国経済を混乱させ、中国の物質を購入するのが目的です 

国際法に問題になる為、戦中、戦後「秘密の中の秘密」で所長と三課関係者のみの出入

りと建物の回りは、高さ3ｍの板塀で囲まれていました。                                             

 

 

 

 



◆第五展示室  敗戦とその後の登戸研究所◆ 
戦局が悪化し天皇、軍、政府機関などが、長野県松代へ移転。登戸研究所も、長野県 

上伊那地方、北安曇地方に移転する。疎開先での本格的な研究活動が、行われる前に 

敗戦する。 

 

・証拠隠滅・解散・・・１９４５年８月１５日陸軍省から証拠隠滅の為の極秘命令が出され、 

登戸研究所は、機密文書、兵器等の徹底的隠滅作業が行われました。 

・軍事機密を接収・・・GHQによる登戸研究所関連施設の接収 

・召喚・・・登戸研究所関係者は、GHQに召喚され尋問調査を受けます。アメリカは、 

      旧日本軍による研究情報の獲得を目指していました。 

・協力・・・登戸研究所の関係者による米軍への秘密戦・謀略戦の技術提供がされ、 

      それらが、朝鮮戦争に使用されたと言われています。 

・免責・・・米ソ対立中、米への情報提供と引き換えに 731部隊と登戸研究所関係者の 

      免責が決定。化学戦・細菌戦の製造に関わった人も訴追されませんでした。  

            （上記の写真撮影は禁止でした。）       

 

 

 

 

 

 

 

石井式濾水機濾過筒 

 
野戦における飲料水確保の為、石井 

731 部隊長が開発。 

大量に、伴繫雄氏の裏庭から発見。 

「軍事秘密」の文字が刻印されています。 

 

 

登戸研究所に行く前に、伴繁雄氏の「陸軍登戸研究所の真実」を読み、心が、重くなりま

した。日本政府は、中国での毒ガス兵器,154000 発を回収して３億円支払っています

が、中国全土の処理は、見通しがたっていない。現在、南典男氏らがNPOを立ち上げ、

被害者の支援をおこなっています。                6 年生 小山久仁子 

登戸研究所パンフレット、展示室、伴繫雄「陸軍登戸研究所の真実」より引用 


